
昭和 51 年 11 月 御園座  

主な配役 

 

「昨夜妻になりました」 

食料品販売員沢井（沢田光生） 団地の奥さん A(田代博子） 同 B(明石英子） 

同 C(林千恵） 同邦江（大路美也子） 同信子（御陵多栄子） 同京子（佐久良

国子） 邦江の良人仁川（岩田正） 団地の住人太田（槇宏樹） 粕谷の新妻弥

生（四条栄美） 粕谷の同僚北村（里見たかし） 小山竜造（小島秀哉） 団地の

人甲（宮路拓也） 同乙（原田介次） 健一の姉美代子（大津十詩子） その良

人荒木（守田秀郎） 粕谷の同僚岸本（金乃成樹） 粕谷健一（中川雅夫） 保

険外交員楠本（喜多康樹） 仲人萩原剛造（八木五文楽） 同妻あつ子（滝見

すが子） 弥生の母登代（石河薫） 団地の人正本（藤咲三太郎） 同古賀（山

本雅一） 同井上（中尾徳） 同（平井一子・讃岐江津美・福田美穂子・生島康

子・青葉寿々代・右近正子・浅井昇・松田寛・武田茂雄・内山栄一） 

 

「寛美復帰十年目ご挨拶」 

舞踊「紅葉の橋」（四条栄美・月城小夜子・八重加保里・小緑美重子・滝由女

路） 

ごあいさつ（藤山寛美・酒井光子・曽我廼家鶴蝶・勝浦千浪・石河薫・滝見すが

子・大津十詩子・小島秀哉・花和幸助・八木五文楽・伴心平・守田秀郎・長谷川

稔・中川雅夫・里見たかし・服部哲治・美山昭次郎） 

 

「花ざくろ」 

植木の運搬人A(藤咲三太郎） 同B(中尾徳） 同C(宮路拓也） お手伝いさん

はる（小緑美重子） トラック運転手美里（槇宏樹） 客康子（八重加保里） その

夫駒井（沢田光生） 使用人平川（喜多康樹） 知人岸田（長谷川稔） PRガー

デンの小泉（美山昭次郎） 緑樹園主高橋（伴心平） 叔父関要介（東光男） 

その妻よし子（御陵多栄子） 高橋の妻おふみ（酒井光子） 知人元山（岩田正） 

叔母塚本らく（石河薫） 垣山三次郎（藤山寛美） 高橋の娘園江（滝由女路） 

その夫日野栄三（服部哲治） 三次郎の妻お加代（曽我廼家鶴蝶） 近所の奥

さん光枝（滝見すが子） 近所のお手伝豊子（田代博子） 三次郎の友人安井

（原田介次） 同山本（山本雅一） 加代の友人珠子（大路美也子）  

 

「花の色里廓の仇討」 

明石屋手代政吉（山本雅一） 遠州屋主人信兵衛（守田秀郎） 同手代幸吉

（宮路拓也） 同息子信二郎（服部君子） 明石屋主人佐兵衛（東光男） 同番



頭善八（沢田光生） 同娘お梅（四条栄美） 同女中おしま（滝由女路） 浪人小

田原源五郎（美山昭次郎） 目明し弥八（里見たかし） 浪人小酒井鶴馬（中川

雅夫） 結城屋仲居おせん（大路美也子） 井筒屋帳場伊助（岩田正） 美倉屋

仲居お留（佐久良国子） 明石屋息子泉太郎（藤山寛美） 遠州屋女中おひさ

（林千恵） 女乞食おちか（月城小夜子） 鶴馬の姉菊乃（大津十詩子） 美倉

屋女将おこん（勝浦千浪） 太鼓持玉八（八木五文楽） 仲居やえ（八重加保里） 

田舎武士春藤弥五郎（金乃成樹） 医者赤坂金吾（花和幸助） 桜井屋男衆三

吉（藤咲三太郎） 妙見の子分橋場の伝吉（長谷川稔） 同干場の竹造（喜多康

樹） 親分妙見の秀五郎（小島秀哉） 同子分丑松（槇宏樹） 廓の男甲（中尾

徳） 同乙（原田介次） 同一（武田茂雄） 同二（内山栄一） 浪人太田原権九

郎（伴心平） 花魁朝顔太夫（御陵多栄子） 禿千鳥（平井一子） 同渚（讃岐江

津美） 新造此の花（田代博子） 同春里（小緑美重子） 近所の女房（明石英

子） 近所の娘（青葉寿々代・右近正子） 近所の人（松田寛・浅井昇） 新造

（福田美穂子・生島康子）  


